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資料 処理場－１８５－３ 

 

令和２年１１月２０日 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所バックエンド技術部 

 

原科研廃棄物処理場設工認（その７）補正に対するコメント（R2.11.17）回答 

 

 

＜回答＞ 

 土木構造物の設計として、道路橋示方書に基づき設定しております。 

 

 

 

＜回答＞ 

津波時の滑動力 6.00kN（=波圧 1.31kN+漂流物衝突荷重 0.18kN+主働土圧 4.51ｋN）に

対して受働土圧 29.00kN、地震時の滑動力 14.81kN（=慣性力 9.88kN+主働土圧 4.93kN）に

対して受働土圧 37.90kN となっております。 

受働土圧の許容値については安全側に現地盤を考慮しております。 

 

 

 

＜回答＞ 

鋼管位置を固定と想定した区間(3.8m)を設計せん断スパンとしています。 

 

 

コメント No.1（添付資料３－１（保管廃棄施設の津波防護施設に関する説明書）） 

 

① コンクリート、②鉄筋、③鋼材の許容応力度の根拠（安全上適切と考えられる規格

及び基準）を説明すること。 

コメント No.2（添付資料３－１（保管廃棄施設の津波防護施設に関する説明書）） 

 

安定性照査の滑動における地震時の水平力と受動土圧の関係を、数値で説明して下

さい。また、受動土圧の許容値は、地盤改良体と現地盤のどちらから決まってくるかを

説明すること。 

コメント No.4（添付資料３－１（保管廃棄施設の津波防護施設に関する説明書）） 

 

壁の断面照査において、津波時の設計せん断力及び設計せん断応力度が生じている

設計せん断スパンは、どの範囲を想定されているか説明すること。 
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＜回答＞ 

「各種合成構造設計指針(日本建築学会)」に基づき、アンカーボルトの設計における引

張力を受ける場合並びにせん断力を受ける場合を踏まえて設定しております。 

（添付資料①参照） 

 

 

 

 

＜回答＞ 

設計水深から想定される荷重分布に対して、ダム・堰施設技術基準（案）を踏まえて各

桁に作用する荷重を算出しております。 

なお、荷重分布におけるｗ１上部の三角形部分については桁に作用する荷重の算出に

おいては考慮しておりません。 

（添付資料②参照） 

 

コメント No.5（添付資料３－１（保管廃棄施設の津波防護施設に関する説明書）） 

 

アンカーの許容せん断力(37.8kN)、許容引張力(23.1kN)の根拠を説明すること。 

コメント No.6（添付資料３－１（保管廃棄施設の津波防護施設に関する説明書）） 

 

各桁の分担荷重の算出過程について、説明して下さい。特に主桁①の算出過程にお

いて、w1上部の三角形部分をどのように考えているかを説明すること。 



Junichi KINOHSITA
テキストボックス
添付資料①
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Junichi KINOHSITA
テキストボックス
添付資料②
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